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と糖尿病の Area under the Receiver Opera-
torating Characteristic curve（AUROC）値は
各々，0.₇6と0.₇1であり，歯槽骨吸収率と高感度
CRP値が糖尿病のスクリーニング指標として有
用であることが判明した．
【結論】
　本研究により，糖尿病の有無に関連する因子は
年齢，BMI，歯槽骨吸収率，高感度 CRP値であ
ることが判明した．さらに歯槽骨吸収率，および
高感度 CRP値が糖尿病のスクリーニング指標と
して有用であることがわかり，この事から，歯科
受診時のエックス線写真撮影，あるいは健診時の
高感度 CRP値を測定することで，糖尿病のスク
リーニングができ，早期発見，早期治療につなが
る可能性が示唆された．
